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エダ｀マメの命折卜s-i ＼c両品種共水/^卯φ前績て･'あっr^. も熟大・^異り,デ｀ン

アンが含ま^. 乾物申7 外前ftて･･和,た，? r-粗9 ンA" 7 1?fe物わ^ 'MI嵐■ り申i^ I*)
卯% t<妬タン/,･フでヽわ．か．エダ々／，顕鰍僥写真て"(?デンアy粒の有漏μ測らかに銃ヽり

られμ．「ずんr-'二」測可れも餉のような蚕疼乙晨延性lかI. IS微疲写真にょると皮い，

他･7･破砕!りあるが･，生体μ飴同様--･一っ^ 袖tに細胞・集りTあり.デ■ンフ'ン

トれそ｀れ･細胞内1こや町衝瀕いて尋在し-I いi <nμ｀粧められ卜物体側Jt 1-よると品
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